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年　月　日

協議会名：八雲町地域公共交通活性化協議会

①事業の結果概要 ③地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

・令和7年度中に、協議会等での検討を踏まえ、網形
成計画から実質的な地域公共交通計画へのアップ
デートを行い、パブリックコメント等を活用した住民意
見の反映を経て、八雲町地域公共交通計画として最
終的にとりまとめる。現時点で想定している計画の概
要は次の通り。

【対象区域】
八雲町全域
【計画期間】
令和8年度から令和12年度
【基本理念】
八雲町のひと・暮らし・まちをつなぐ公共交通を未来の
ために守り育てる
【取組の方向】
１：公共交通手段を適切に組み合わせて町内の移動
を可能にする
２：中心拠点（八雲地区）と地区拠点（熊石地区・落部
地区）を確実に結ぶ
３：地区内の生活に必要な公共交通を適切に確保する
４：八雲町と周辺都市をつなぐ基幹公共交通との連携
５：公共交通を利用して守り、育てる環境づくりに、町
民･地域、関係者、交通事業者、行政が一体で取組む

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業）

②事業実施の適切性

【事業内容】
・関係計画及び地域概況整理
・地域公共交通の実態整理
・町民ニーズ把握調査の実施
・地域の公共交通計画（案）のとりまとめ
【結果概要】
・網形成計画策定時から変化が生じている関連計画
や人口等の地域概況、地域公共交通の実態について
既往データを整理した。
・アンケート調査により、公共交通の利用者ターゲット
層の特定、町民の生活圏等を把握した。
・今回実施した調査結果や地域概況の更新等から整
理された課題等をもとに、八雲町地域公共交通計画
の方向性等を整理し、令和6年度の計画（案）として、
とりまとめを行い、次年度に実施を予定している調査
や協議会の検討を経て、令和7年度中に地域公共交
通計画として最終的にとりまとめる。

A 　計画どおり適切に事業は実施された。

資料２

１



八雲町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題

○調査の主な内容

○地域公共交通の現況

八雲町

八雲町は、北海道南部渡島半島の北部に位置し、東は内浦湾、西は日本海に面しています。面積は約956㎢で渡島総合振興局
管内最大、2024年10月末現在の人口は14,618人である。令和元年度に策定した「網形成計画」を基に地域交通を見直してきまし
たが、令和2年10月に江差・八雲間の路線補助金が打ち切られ、熊石・八雲間の路線確保に取り組むなど、網形成計画策定時
から地域交通の状況が大きく変化しており、効率的で持続可能な交通の確保と利用者ニーズに応じた交通手段の提供を目的に、
現状の公共交通を総合的に見直すことが求められている。

概 要

令和５年４月26日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況

R6.4.4 第１回協議会を開催
・R5年度事業報告、網形成計画の一部変更 等
R6.6.13 第２回協議会を開催
・地域内フィーダー系統確保維持計画認定申請 等

・関係計画及び地域概況整理
・地域公共交通の実態整理
・町民ニーズ把握調査の実施
・地域の公共交通計画（案）のとりまとめ

・通院や買物など日常的な地域交通の確保
・隣接自治体や主要都市（函館・江差）とのアクセスの確保

・利用者ニーズと交通サービスのミスマッチの解消 等

・函館バス株式会社（複数自治体路線３路線）
・JR北海道函館本線（６駅：八雲、黒岩、山崎、山越、野田生、落部）
・ハイヤー（４社：有限会社八雲ハイヤー、エスジーハイヤー株式会社、
有限会社旭ハイヤー、合同会社キャンタク(福祉輸送））
・スクールバス、患者輸送バス
・熊石八雲間予約バス、檜山海岸線予約バス

公共交通の概要

２



八雲町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

 アンケート回答者の7割以上は、
普段から自動車（自分の運転）を
利用

 将来的に運転が困難となった場
合は、徒歩・自転車やタクシーを
利用する回答が多い

 現状の買物や通院時の公共交通
の利用割合は低い
生活交通として町内公共交通の
維持及び利便性の向上が重要

 八雲町民の生活圏では、町内
における移動が多いですが、函
館市への移動が多く回答

 江差町や森町など、居住地域
に隣接している自治体が買物
先となっている状況もみられる
町内の移動に加え、生活圏自
治体となっている函館市に移動
できる交通手段の確保が重要
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平成○○年○月○○日設置
八雲町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

 普段のお出かけの際の交通に不便を感じている人が約３割
地域交通の利用ターゲットとして捉え、必要とされる交通サービスの確保が重要

 鉄道の利便性に対しては「料金（運賃）」の不満が高いですが、「移動時間」の利便性が高く捉えられています
 また、バスの利便性に対しては「運行便数」の不満が高いですが、「自宅や目的地からの距離」の利便性が高く捉えられています
地域交通の役割や強みを着実に周知し、地域交通を移動の選択肢として捉えてもらうことが重要
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八雲町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

 網形成計画策定時の基本理念「八雲町のひと・暮らし・まちをつなぐ公共交通を未来のために守り育てる」を基軸に、公共交通の課
題及び取組の方向を整理

 また、八雲町内を運行する公共交通について、役割・位置づけを明確化
 下記の内容の精査も含め、網形成計画のアップデートを図り、令和7年度中に実質的な地域公共交通計画の策定を予定

取組の方向公共交通の課題

公共交通手段を適切
に組み合わせて町内
の移動を可能にする

方向１

自動車を自由に利用･運
転できない町民の移動
を支える公共交通網の
確保

課題１

中心拠点（八雲地区）
と地区拠点（熊石地
区・落部地区）を確実
に結ぶ

方向２

目指す将来都市構造や
生活スタイルの実現に
寄与する公共交通網の
構築

課題２

地区内の生活に必要
な公共交通を適切に
確保する

方向３

周辺都市との交流、新
幹線新駅開業効果獲得
のための公共交通網の
構築

課題３

八雲町と周辺都市を
つなぐ基幹公共交通
との連携

方向４

町民の公共交通に対す
る関心や意識、行動を
変える情報提供と利用
環境づくり

課題４

公共交通を利用して
守り、育てる環境づく
りに、町民･地域、関
係者、交通事業者、
行政が一体で取組む

方向５
公共交通の運行や運営
を担う交通事業者への
支援

課題５
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八雲町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

計画どおり適切に事業は実施された。

●事業実施の適切性

運輸局記載欄

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

 網形成計画策定時の
事業イメージ等を参
考に、モビリティデー
タの活用や住民意見
の取り入れ等により、
令和7年度中に地域
公共交通計画への
アップデートを図る
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